
　第36回定時総会が、5月13日（金）に「KKRホテル東京」にて開
催されました。新型コロナウィルス感染状況を踏まえ、例年実施し
ていました講演会、表彰式、祝賀会・懇親会は昨年に続き見送りま
した。
　コロナ禍であり、当日出席した会員は例年の約3割でしたが、委
任状の受領により、出席率93％のもと全議案が承認され無事に終了
することができました。ご協力に感謝申し上げます。

【議　案】　第1号議案　2021年度 事業報告書承認の件
　　　　　第2号議案　2021年度 収支計算書・監査報告書承認の件
　　　　　第3号議案　2022年度 事業計画書（案）承認の件
　　　　　第4号議案　2022年度 収支予算書（案）承認の件

【報告事項】・今後の主な行事予定について
　　　　　・2020年度研究開発テーマのデモ実演
　　　　　・横浜国際消防・防災展（IFCAA2022）について

【議決結果】・当日出席会員：42名　・委任状提出会員：160名

　講演会は中止しましたが、消防庁予防課長白石暢彦様のご厚意により講義資料を作成いただきました。
5月19日に会員各位に送付することができました。テキスト内容は以下のとおりです。
　　テーマ：「予防行政（課題と対応）」

1．消防用設備等点検報告制度の現状について
2．PFOS・PFOA等のフッ素化合物に対する環境規制について
3．民泊サービスに係る動向等について
4．地震等の災害への対応について
5．立入検査・違反是正に関する課題への対応について
6．超大規模防火対象物等における消防訓練の推進について
7．住宅防火対策について
8．火災調査の業務効率化に向けた検討について
9．最近の火災を踏まえた安全対策について

10．火災予防分野における各種手続の電子申請等の推進について
11．二酸化炭素消火設備における事故を踏まえた対応について
12．予防業務優良事例表彰について
13．畜舎における特例基準のあり方について

2．講演会について

− 1−

Ⅰ．全消販　第36回定時総会について

1．定時総会について
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例年定時総会開催時に実施していました「消防機器販売業関係者表彰式」ですが、今年度は式典の見

送りにより、5月13日付にて功労者表彰受賞者及び優良従業員表彰受賞者に表彰状、記念品を送付させ

ていただきました。

功労者表彰　　以下の9名の方々が受賞されました。誠におめでとうございます。

・小 池　一 男　氏	 旭防災設備（株）	 （東京）	 ・橋 田　繁 一　氏	 （株）防災サービスセンター	（東京）

・上 村　裕 基　氏	 （株）ヨシダ防災設備	 （東京）	 ・相 羽　清 志　氏	 内外ガード（株）	 （愛知）

・林　　 富 徳　氏	 （株）ファイテック	 （愛知）	 ・栃 尾　　 進　氏	 （株）ゼネラル商会	（兵庫）

・横 田　浩 之　氏	 （株）藤井ポンプ製作所	（兵庫）	 ・今 本　修 二　氏	 （株）ハツタ広島	 （広島）

・青 木　孝 憲　氏	 （株）九州消防設備	 （熊本）

優良従業員表彰　　以下の17名の方々が受賞されました。誠におめでとうございます。

・井 上　尚 也　氏	 関東防災工業（株）	 （群馬）	 ・高 橋　昌 也　氏	 （株）消防科学研究所	（千葉）

・根 石　大 輔　氏	 浦野工業（株）	 （東京）	 ・野 澤 亜希子　氏	 ジェット商事（株）	（東京）

・町 田　　 慎　氏	 （株）新和防災	 （東京）	 ・小 川　雅 人　氏	 （株）スエヒロ	 （東京）

・中 摩　幸 紀　氏	 セントラル防災（株）	 （東京）	 ・詠 　　健 一　氏	 中央理化工業（株）	（東京）

・菊 地　弘 幸　氏	 東洋防災（株）	 （東京）	 ・萱 森　伸 司　氏	 （株）防災サービスセンター	（東京）

・吉 田　明 弘　氏	 ユージーメンテナンス（株）	（東京）	 ・渡 部　貴 芳　氏	 前出工機（株）� （神奈川）

・小 西　芳 弘　氏	 大槻ポンプ工業（株）	 （福井）	 ・内 田　久 雄　氏	 内外物産（株）	 （愛知）

・岩 田　和 則　氏	 （有）ダイトー	 （大阪）	 ・寺 本　裕 二　氏	 （株）スエヒロ	 （島根）

・今 福　政 次　氏	 （有）タナカ消防設備	 （熊本）

1．2022年度春の消防関係叙勲・褒章
2022年春の叙勲、褒章受章者が、4月29日に公表されました。

【叙　勲】
　�全消販上申で、現理事で元理事長の矢野正剛氏が旭日双光章を受章 

されました。誠におめでとうございます。

　矢野防災設備（株）　　代表取締役社長　　矢 野　正 剛　氏　（三重）

【黄綬褒章】
　�全消販会員の乾 克己氏が受章されました。誠におめでとうございます。

　（株）ヤマト防災興業　代表取締役会長　　乾　　 克 己　氏　（大阪）

2．2022年度　（一社）全国消防機器協会　会長表彰
�　5月31日に開催予定の（一社）全国消防機器協会会長表彰式は、感染防止策のため見送られました

が、全消販上申の会員より、以下の4名の方々が受賞されました。誠におめでとうございます。

　・秋 山 季久榮　氏	 （株）佐倉防災	 （千葉）	 ・志 水 ひろみ　氏	 （株）セルス	 （愛知）

　・宮 田　　 薫　氏	 （株）アタイム	 （兵庫）	 ・與 儀　盛 輝　氏	 （株）オカノ	 （沖縄）

Ⅱ． 2022年 春の表彰関係

3．（一社）全国消防機器販売業協会表彰について

矢野 正剛 氏
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Ⅲ．消防用設備等点検優良事業所認定会員について
2018年に制度を刷新して再スタートしました「優良事業所認定制度」の2020年

度の認定会員の期限が7月末になることをうけて、更新申請及び新規申請を募りま

した。65社の更新申請及び5社の新規申請があり、認定規程第3条の認定基準に適

合し、認定されました。認定期間は、2022年8月から2024年7月です。

また、昨年の認定会員と合わせて、累計で90社、104事業所が優良事業所認定となります。

都道府県 事業所名（50 音順）
北海道 （株）アサヒ

アンスル（株）
イハラ消防設備（株）
三和防災（株）
システムサービス（株）
第一防災（株）
中央防災システム（株）
北海道消防機材（株）
北興通信（株）

（株）ヤシマ保全
（株）ヤマト防災サービスセンター

宮　城 （株）大崎防災
（株）古川ポンプ製作所

福　島 援護化学（株）
群　馬 関東防災工業（株）
埼　玉 （株）サイボウ

東洋防災（株）
（株）ナショナル消防化学
藤岡防災設備（株）
ユージーメンテナンス（株）　埼玉（営）

千　葉 （株）佐倉防災
（株）清水商会
（株）ニッショウ　千葉支店
ユージーメンテナンス（株）　千葉（営）

東　京 旭防災設備（株）
（株）アタイム　東京支店
（株）イワナガ
（株）カナメ商事
（株）協友防災工業
シノハラ防災（株）

（株）清水商会　東京支店
（株）消防弘済会
（株）新和防災
（株）スエヒロ
セントラル防災（株）
中央理化工業（株）

（株）千代田防災
（株）ニッショウ　本店
（株）不二興産
（株）プロサス
前出工機（株）
ユージーメンテナンス（株）　本社
ユージーメンテナンス（株）　上野（営）
ユージーメンテナンス（株）　小平（営）
ユージーメンテナンス（株）　東向島（営）
ユージーメンテナンス（株）　町田（営）

（株）渡辺武商店
神奈川 （株）栄広プロビジョン

晃洋商事（株）
（株）シーエスワン
ユージーメンテナンス（株）　横浜（営）

（株）渡辺武商店　湘南支店

都道府県 事業所名（50 音順）
神奈川 （株）渡辺プロテック
新　潟 高坂防災（株）

（株）米　峰
岐　阜 アンシンク（株）　本社

アンシンク（株）　大垣店
（株）ウスイ消防

静　岡 サンコー防災（株）
愛　知 三栄工業（株）

（株）セルス
東海消防設備（株）
東報防災工業（株）
内外ガード（株）
内外物産（株）

（株）ニッショウ　名古屋支店
ニュー商事（株）
浜島防災システム（株）

（株）ベルテック
三　重 鈴鹿防災（株）

矢野防災設備（株）
（株）山口商会

滋　賀 （株）大森商会
京　都 大槻ポンプ工業（株）

（株）大　同
日本防火産業（株）

（株）ヤマト商会
大　阪 （株）アスボウ防災サポート

和泉防災（株）
木内ポンプ（株）

（有）ダイトー
タイホ防災（株）

（株）ダイリン
（株）ニッショウ　大阪支店
（株）羽藤防災
真弓興業（株）

（株）宮本消防設備商会
（株）ヤマト防災興業
山本商事（株）

兵　庫 （株）アタイム　本社
日和工業（株）

（株）防災サービス
（株）山本総合防災

広　島 （株）城田製作所
（株）ニッショウ　広島支店
（株）プロテック

香　川 （株）福島商会
福　岡 （株）倉重ポンプ商会

（株）ヤナセファイテック
ユージー・防災設備（株）

熊　本 三輝物産（株）
（有）タナカ消防設備

大　分 新日本消防設備（株）
宮　崎 九州消防（株）

2022 年　優良事業所認定会員
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全消販の「消防防災機器研究開発委員会」が、2020年度に取組みました（一財）日本消防設備安全セ

ンターが主管する「消防防災研究助成交付事業」の、以下のテーマの製品化カタログが出来ましたので

以下にご案内します。

研究開発テーマ：「簡単操作でホースを傷めないホース端末部耐圧試験機」の研究開発

研究事業の目的：
簡単に持ち運べることにより消火栓のところで点検ができ、また誰でも短時間に作業が実

施でき、更にホースを傷つけることなく止水できる機構の消防用ホース端末部耐圧試験機

を開発し、消防用設備の点検の効率化や信頼性の向上を図ることを目的とする。

全消販委託先会員：（株）東晃防災　代 表　小 倉　龍 彦　氏

横浜市旭区今宿西町285-10　TEL：045-952-4543　FAX：045-952-4643

Ⅳ．消防防災研究助成交付事業による研究開発報告

ミミララホホーースステテススタターー
電電動動式式屋屋内内消消火火栓栓用用ホホーースス耐耐圧圧試試験験機機

ＭＭＩＩ‐‐H００１１

標標準準価価格格 ２２８８００，，００００００円円 （（消消費費税税別別））

Rubber Balloon Blocker

テストパイプ先端のラバーバルーンがポンプ
加圧されることによって点検ホース内部で
拡張し、ホースを傷つけずに止水します。

ﾗﾊﾞｰ ﾊﾞﾙｰﾝ ﾌﾞﾛｯｶｰ

拡張 拡張

止水

クランプ不要の

新型止水方式 と 電動式最軽量化 によって

点検効率 が 飛躍的 に 改善 されました！

ラバー・バルーン

※※専専用用台台車車付付きき

充電式バッテリー

わずか約25分で

ﾌﾙ充電完了
（80％充電→約19分）

ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池（18V-2.5Ah）

作業工程の電動化によって、

パワーレス・メンテナンスを実現！

製造元

ホース・クランプ
電動式

・ラバーバルーンを電動ポンプで拡張
・クランプの労力やテクニックなし

加圧方式 電動式
・電動ポンプで自動加圧

水量 約1㍑

作業時間
（耐圧５分間を除く）

約40秒

点検ﾎｰｽの
傷み

ラバー・バルーン方式
裂傷懸念が極めて軽微

基本仕様
●試験機

試験可能ホース 40A（町野式）
試験圧力 0.7MPa
試験水量 約1㍑
外形寸法 630(H)×350(W)×250(D)
質量 10㎏（ﾊﾞｯﾃﾘｰを除く） ※外観・仕様など変更となる場合がありますのでご了承ください

《 使用注意 》

本製品は屋内消火栓ホース（40A専用）の耐圧試験機です。点検有資格者のもと取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。

●ポンプ
許容水温 40℃以下
モーター 直流モーター

●バッテリー
種類 円筒密閉型ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池
電圧 36V/18V（自動切換え）
容量 2.5Ah/5.0Ah（自動切換え）

発売元

〒250-0055 神奈川県小田原市城山1-28-25
TEL：0465-32-6570 FAX：0465-32-6571

株式会社東晃防災
（㈱未来巣販売部門）

〒241-0031  神奈川県横浜市旭区今宿西町285-10

TEL：045-952-4543 FAX：045-952-4643

Shoulder
（肩掛け）

Handcart
（台車）

選べる
Two Types Carry

フル充電で連連続続150本本の点検ができます ※当社調べによる
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第6回予防業務優良事例表彰の受賞団体が決定されました。（6月1日付消防庁発出）

消防庁では、各消防本部の予防業務（危険物に関する業務も含む。）の取組のうち他団体の模範となる

優れたものについて表彰し、広く全国に紹介することにより、予防行政の意義や重要性を広く周知し予

防部門のモチベーション向上を図るとともに、各消防本部の業務改善に資することを目的とする「予防
業務優良事例表彰」を平成28年度に創設しました。

この度、令和3年1月から12月の1年間で、各消防本部が力を入れた取組として応募があったものか

ら審査を行った結果、以下の受賞団体が決定しました。会員各位の地元消防局が受賞されています。

第 6 回　予防業務優良事例表彰　受賞事例一覧
【消防庁長官賞】

都道府県 消 防 本 部 事　　例　　名

熊本県 熊本市消防局 中心市街地における避難施設特別検査

兵庫県 神戸市消防局
キャッシュレス決済導入等による行政手続のオンライン化に関する

課題解決と利用促進に向けた普及方策

愛知県 名古屋市消防局
複数アーケード商店街を中心とする木造建物密集地域の小規模飲食店

等に対する防火指導について

栃木県
芳賀地区広域行政

事務組合消防本部

アドバイザー制度を充実化、栃木県内の消防本部と連携を強化し、

不明火災件数ゼロを達成！

神奈川県 横浜市消防局
コロナに負けるな！ 

〜 コロナ禍における新たな予防広報の推進について 〜

【優  秀  賞】
都道府県 消 防 本 部 事　　例　　名

滋賀県 大津市消防局 自主防火管理体制の強化

愛知県 岡崎市消防本部 「スマートでスリムな行政運営の確立」へ向けて

岡山県 岡山市消防局
点検にシフトした住宅用火災警報器の取組事例　

〜 11月10日はイイテンケンの日　音から始まる避難 〜

愛知県 春日井市消防本部 声で伝える予防情報誌 「予Voice」

栃木県 鹿沼市消防本部
〜 リアル4刀流 〜　

防火啓発、社会福祉、地域防災力向上、女性の社会進出

大阪府 泉州南広域消防本部 次の10年を見据えた予防業務将来計画　〜 予防要員育成のために 〜

宮城県 仙台市消防局 インスタレーション × 火災予防　〜  春の防火防災ラボ 〜

東京都 東京消防庁 ウェブ会議システムを活用した複数企業とのリモート自衛消防訓練指導

富山県 富山市消防局 福祉部局と連携した違反対象物の早期是正指導の取組

山形県 東根市消防局 本当の火災と対峙するために　〜 「劇場型」から「ブラインド型」へ 〜

（参考）応募団体は、46団体。受賞団体は、上記の15団体です。� ※50音順により記載

Ⅴ．消防庁からのメッセージ（1）
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Ⅴ．消防庁からのメッセージ（2）
消防庁予防課から「住宅用火災警報器の設置状況等調査結果（令和4年6月1日時点）について」が

発出されました。（消防予第342号　令和4年7月8日） 以下は、第342号通知書簡の抜粋です。

1．通知書簡　（抜粋）

住宅用火災警報器の設置状況については、平成23年6月までに全国の全ての住宅において設置が義務

化されているところですが、全国平均値で設置率が約8割、条例適合率が7割弱に留まっているほか、設

置率や条例適合率が非常に低い地域も見られます。

また、作動確認を実施した世帯のうち3.0％で住宅用火災警報器の電池切れや故障が確認されていま

す。住宅用火災警報器の設置の定着を図ることはもとより、火災時における適切な作動を確保する観点

から、設置された住宅用火災警報器の定期的な点検と、設置から10年以上経過している住宅用火災警報

器に対する本体交換の推奨など、機会を捉えた適切な維持管理の更なる働きかけをお願いします。

2．都道府県別設置率及び条例適合率　（令和4年6月1日時点）

　（標本調査のため、各数値は一定の誤差を含んでいます。）

都都道道府府県県 都都道道府府県県

全全国国 三重 78.9% (37) 61.2% (34)

北海道 85.1% (15) 73.5% (8) 滋賀 84.2% (17) 66.4% (20)

青森 80.3% (32) 65.1% (24) 京都 88.4% (6) 76.3% (5)

岩手 85.2% (14) 66.8% (19) 大阪 84.1% (20) 74.5% (7)

宮城 92.4% (2) 63.7% (29) 兵庫 86.8% (10) 68.0% (15)

秋田 84.7% (16) 63.6% (30) 奈良 76.1% (44) 55.7% (44)

山形 84.2% (17) 65.7% (22) 和歌山 79.1% (36) 60.1% (37)

福島 79.2% (35) 58.0% (40) 鳥取 85.6% (13) 57.7% (42)

茨城 78.1% (39) 67.6% (17) 島根 84.0% (21) 60.3% (36)

栃木 80.5% (30) 60.9% (35) 岡山 79.8% (33) 64.6% (26)

群馬 78.0% (41) 66.3% (21) 広島 88.8% (5) 78.7% (3)

埼玉 79.4% (34) 68.2% (14) 山口 78.2% (38) 62.0% (32)

千葉 78.1% (39) 58.7% (39) 徳島 80.8% (29) 61.9% (33)

東京 92.4% (2) 70.3% (11) 香川 72.5% (46) 54.8% (45)

神奈川 84.2% (17) 65.6% (23) 愛媛 81.1% (28) 70.3% (11)

新潟 87.9% (8) 68.7% (13) 高知 75.6% (45) 53.5% (46)

富山 86.4% (12) 64.3% (28) 福岡 83.7% (22) 70.7% (10)

石川 88.4% (6) 81.1% (2) 佐賀 77.5% (42) 57.9% (41)

福井 96.1% (1) 81.2% (1) 長崎 77.4% (43) 57.6% (43)

山梨 81.8% (27) 67.3% (18) 熊本 82.1% (26) 64.4% (27)

長野 82.4% (25) 65.1% (24) 大分 86.7% (11) 71.8% (9)

岐阜 80.4% (31) 59.0% (38) 宮崎 86.9% (9) 76.1% (6)

静岡 83.7% (22) 67.8% (16) 鹿児島 90.7% (4) 78.3% (4)

愛知 83.7% (22) 63.2% (31) 沖縄 60.7% (47) 47.9% (47)

都都道道府府県県別別設設置置率率及及びび条条例例適適合合率率（（令令和和４４年年６６月月１１日日時時点点））
（（標標本本調調査査ののたためめ、、各各数数値値はは一一定定のの誤誤差差をを含含んんででいいまますす。。））

（　）内は、設置率等が高い都道府県から順に番号を付している。

設設置置率率 条条例例適適合合率率 設設置置率率 条条例例適適合合率率

8844..00%% 6677..44%%

3．地域別設置率及び条例適合率と地域別経過年数率及び故障率　（令和4年6月1日現在）

　同予防課通知書簡の「別添 2、別添 3」をご参照ください。
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同センターが行っています広報・印刷物作成事業として令和3年度に作成した、誰でも自由にダウン

ロードできるリーフレット3種をご紹介します。

各リーフレットの概要

1．消防訓練と防火管理制度について
火災発生時の初動対応（通報、消火、避難）や訓練時のポイントや防火管理制度（管理権原者

の責務や防火管理者の責務など）についてイラスト入りでわかりやすく記載したリーフレットに

なっています。

しらせる!
けす!

にげる!

火災
発生

どうする？
なにをする？
いざというときに大事な3つの初動対応

あなたは

□周囲の人に大きな声で火事を知らせる。
□非常ベルのボタンを押す。
□119番通報をする。
※自動火災報知設備が感知したら現場に急行し、状況を確認する。

オススメ

通報用のメモを用意
● 職場の住所を伝えられるように…
● 火元、けが人などの情報も伝える

オススメ

非常放送用文例を用意
焦らずに情報を伝えられるように
※ 操作方法も確認しておく

通報

周囲の人や消防機関、防災センターに
いち早く火災発生を伝えましょう!

□消火器で消火できない場合は、
　屋内消火栓設備を使用する。
□消火器や屋内消火栓設備の使い方や
　設置位置を覚えておく。

消火

消火器を持って火元に向かい消火しましょう。
天井に炎が達するまでが勝負!

□火元の部屋のドアを閉める。
□火元から遠い避難口へ誘導をする。
□放送などで建物内に火災の発生を知らせ、
　避難誘導をする。

避難
誘導

誘導をする際、
明確に指示を伝えましょう!

総合
訓練 消防計画に基づき、それぞれの役割を

果たせるように訓練しましょう。

通報、消火、避難など一連の流れを訓練しよう! オススメ

訓練時の出火場所を毎回変更する
思わぬことに気づくかも
訓練の緊張度もUP

訓練を実施する際には、あらかじめ消防機関に連絡する必要があります。

けす!

違反是正支援センター

消防法令に基づく命令や罰則の対象となります。

管理権原者の責務

● 防火管理の最終的な責任者です。（建物所有者、事業主など）
● 防火管理者に消防計画を作成させ、防火管理業務を指示、監督します。

防火管理者の責務

● 防火管理業務の推進者です。
● 消防計画を作成し、防火管理業務を行います。

防火管理者を選任していない又は防火管理業務を適正に実施していない

防火管理者の選任・届出

防火管理制度 尊い命と財産を守るために

（消防法第8条、消防法施行令第1条の2、第3条、第3条の2、消防法施行規則第3条、第3条の2） 

消防法では、防火対象物の管理について権原を有する者に、防火管理者を定め、消防計画を
作成させ、消防計画に基づく防火管理上必要な業務を行わせるよう義務づけています。
選任した防火管理者及び消防計画を所轄の消防長・消防署長に届け出る義務があります。

消火、通報及び避難訓練の実施 消防用設備等の点検及び整備

火気の使用・取扱いに
関する監督

収容人員の管理
その他防火管理上必要な業務

避難・防火設備の維持管理

2．点検と訓練の重要性（消火器）　【火災に備えて（消火器編）】
消火器の使用方法、日頃からのチェックポイントなどをイラスト入りでわかりやすく記載して

います。消防法に基づく消防用設備等の点検及び点検報告制度についても明記されています。

3．点検と訓練の重要性（屋内消火栓設備）　【火災に備えて（屋内消火栓設備編）】
屋内消火栓設備の種類、使用方法、奏功事例や不奏功事例などを写真やイラスト入りでわかり

やすく記載しています。消防法に基づく消防用設備等の点検及び点検報告制度についても明記さ

れています。

消火栓の種類ごとに操作が異なります。
火災発生時に操作できるか使用方法を確認しておきましょう。

屋内消火栓設備とは

１
号
消
火
栓

２
号
消
火
栓
／
広
範
囲
型
２
号
消
火
栓

易
操
作
性
１
号
消
火
栓

● 初期消火用の設備で、水源、ポンプ、起動装置、屋内消火栓（開閉弁、ホース、ノズル等）、配管、弁類、
非常電源等から構成されています。

● １号消火栓、易操作性１号消火栓、２号消火栓及び広範囲型２号消火栓に区分されます。

使い方を
CHECK!!

3

2

開閉弁を開き放水します。

発信機のボタンを押します。 扉を開け、ホースを延長し、放水体勢をとります。

1

2

開閉弁を開放します。

ノズルを持ちホースを延長し、ノズルを開き放水します。

大量の水を高圧で放水
原則２人以上で操作

１人で操作可能 定期的に訓練をしましょう。

火災火災に備えて
屋内消火栓設備

「早期発見」「初期消火」で火災の被害を最小限に!

発信機
ノズル

開閉弁

開閉弁

ノズル

ホースは
乱さずに
取り出し、
折れ・捻じれ
なく延長する

ポンプは、開閉弁を開放すると起動する。
※ホースの延長操作、
　ノズルの開放により起動するものもあります。

1 ポンプ始動
表示灯点滅
ベル等鳴動

消火ポンプ

役割分担
①筒先を持つ人
②開閉弁を
　開放する人

屋内消火栓設備は水を放出します。
そのため電気火災・油火災の消火には適しません。

火元を確認してから消火しましょう。

違反是正支援センター

□ 設置場所はどこか。消火栓扉の開閉に障害となる物品はないか。

□ ポンプの起動方法は理解しているか。

□ 表示灯は点灯しているか。

□ 消火栓箱内のノズルが接続されているか。ホースに損傷はないか。

ココを
CHECK!!

屋内消火栓設備がうまく使えた！

学校のロッカー内から出火し、火と煙に気づいた
教員が他の教員に知らせ、同僚と屋内消火栓
設備を使用して消火活動を行い消火に成功した。

こんな事案も……
ホースを延長したが、ポンプの起動装置を押さな
かったため使用できなかった。

ホースを延長する時にホースが絡まり上手く放水
できなかった。

防火対象物の関係者は、消防用設備等を点検し
報告する義務があります。

点検時期は

一定規模以上の建物の管理権原者は、防火管理者を定め消防計画に基づく
消防用設備等の点検及び整備を含む防火管理上必要な業務を行わせなければなりません。（消防法第8条第1項）

▼詳細はこちら
（消防法第17条の3の3）

機器
点検 6か月ごと 総合

点検 1年ごと

点検
未実施

消防機関へ
未報告 命令や罰則の対象

消防法に基づく

となります。

4．ダウンロードについて
以下のサイトからダウンロードして活用してください。

・違反是正HP　⇒　刊行物・イラスト・資料集・研修会等　⇒　刊行物

・詳細は、「月刊フェスク」2022年7月号 12〜13ページをご参照ください。

Ⅵ．（一財）日本消防設備安全センターの「違反是正支援センター」のトピックス
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1．新入会員のご紹介
本年4月から7月までに以下の各社にご入会いただきました。これからどうぞ宜しくお願い致し

ます。
【正 会 員】
① 札消防災株式会社	 代表取締役	 酒 井　栄 一　様	 （北海道札幌市）

② 立尾電設株式会社	 代表取締役	 永 田　士 朗　様	 （熊本県水俣市）

2．全消販合同会議のご案内
開催日　2022 年 10 月 7 日（金） 14：00 〜
会　場　「札幌プリンスホテル」（札幌市中央区南 2 条西 11 丁目）
内　容　① 合同会議、意見交換会、会員 PR タイム
　　　　② 講演会総務省消防庁予防課 様（予定）
　　　　③ 懇親会

3．下期の主な行事予定
①全消販 定例運営委員会		  2022年  9月14日（金）	 「東京証券会館」
②消防機器等に関する研修会	（東京）	 10月17日（月）	 「アルカディア市ヶ谷」
	 （大阪）	 10月21日（金）	 「メルパルク大阪」
③消防庁長官表彰式		  11月  4日（金）	 「明治記念館」
④新年名刺交換会（東京）		  2023年  1月10日（火）	 「明治記念館」
⑤新年互礼会（大阪）		  1月13日（金）	 「ホテルグランヴィア大阪」
⑥全消販 理事会		  3月10日（金）	 「東京証券会館」

4．全消販 第37回定時総会開催日程
開催日	 2023年　5月12日（金）午後	 （当日の詳細については後日ご案内します。）
会　場	 「KKRホテル東京」	 （東京都千代田区大手町1）

5．夏季休業のお知らせ
本年の夏季休業期間は、以下のとおりです。ご不便をお掛けしますが、宜しくお願い致します。
　　　　　8 月 12 日（金） 〜 8 月 16 日（火）

6．編集後記
コロナ禍で迎えた3度目の夏、誰もがこんなに長引くとは思っていなかったのではないでしょ

うか。また、ロシアによるウクライナ侵攻がこんな状況になることも。早い梅雨明けと、6月下旬
から7月にかけての酷暑と、台風が去っても台風一過とならずにぐずついた天候が続き、何かと
不安になる今夏です。

今また、この号校正中も元総理大臣が凶弾に倒れ、選挙結果は形勢が変化し、コロナは第7波
とのこと。マスク着用での消防設備等の点検、施行等でご苦労が多い夏です。くれぐれもご自愛
なさってください。

Ⅶ．全消販事務局からのお知らせ

編集責任者：理事長　臼 井 　 潔 　　　　編　集：事務局長　岡 田 　 昇

札幌プリンスホテル

国際館パミール

参加受付中
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